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09 流山憲法集会  
渡辺治さ
んを招い
て講演会
（その 2） 
 ５月１６日、

生涯学習セン

ターにおいて、

渡辺治さん（一橋大学教授）を招いて講演会を開

催した。 

 講演は、５つの「なぜ」に応えていく形で話が

進められた。第１から第３まで前号に書いたので、

今回は第４と第５について紹介する。 

 

 第４の「なぜ」、「麻生政権はどうやって改憲を

実行しようとしているか？ 政権交代になった

らどうなるか？」 

 この問いに対して、渡辺さんは、以下のように

応えた。 

 改憲を目指した安倍政権の挫折を見て、麻生政

権は三つの新たな戦略を出してきた。 

 第１は、民主党を改憲に巻き込む。改憲を実現

するには自民と公明では足りず、どうしても民主

党を取り込まねばならない。民主党は改憲に積極

的で、自らの改憲草案を出すことも表明している。

そこで新たに新憲法制定議員同盟をつくり、その

幹部に民主党の鳩山氏、前原氏らを就けた。また

国会への憲法審査会の設置を通して、民主党を改

憲の土俵に導こうとしている。 

 第２は、解釈改憲を先行させて９条に穴を開け

る。そのためにソマリア沖の海賊問題を利用して、

海賊対処法を制定。海賊対処法は、場所も、期間

も制限が無く、相手への武力攻撃も可能、Ｐ３Ｃ

を派遣してアフガンでの米軍の作戦も支援、国会

へは事後報告で済ませるというもの。まさに、い

つでも、どこへでも、米国の戦争に協力する形で

の軍事行動を可能にすることを目指す法律。しか

も、海賊対処はもともとは民主党が提案したもの

だ。 

 第３は、改憲のための運動を再建し、９条の会

などの護憲運動を規制する。全国で新憲法制定議

員同盟の支部づくりを行うと同時に、護憲運動に

はビラ撒き、ビラ配布への弾圧を行う。一人の活

動家の一挙手一投足を、数十名の警察官を動員し

て２ヶ月間ビデオ撮りするなどして調べ上げ、集

合住宅へのビラ配布で逮捕し、長期間拘束したあ

げくに起訴。また各地で公共施設を使わせないよ

うにするなどの画策も。集会タイトルに「憲法」

の言葉を掲げること自体が難しくなる地域さえ出

てきている。 

 

 最後に、第５の「なぜ」、「改憲を阻み憲法を実

現するために私たちは何をしたらよいのか？」 

 この問題に対して渡辺さんは、以下のように述

べた。 

 第１は、憲法を６２年間活かしてきた力を確信

することが重要だ。憲法はただ生きてきたのでは

なく、６０年間にわたる国民のねばり強い、真剣

な闘いがあり、それに支えられてきた。この運動

の成果として、世界にも珍しい６２年間戦争をし

なかった国、戦争の悲惨さを教育の場で教えてい

る国、５４年間人を殺していない軍隊がもたらさ

れた。 

 今は改憲の策動と憲法守れの運動が綱引きをし

ている。『読売』の調査では改憲賛成派が１５ポイ

ント増え、『朝日』の調査でも自衛隊が海外で武力

行使をしても良いという意見が反対意見を少し上

回っている。その背景には、九条の会が一服状態

にあり、７千までいったがそれ以降はあまり増え

ていないという現状もある。また改憲派が、軍国

主義的な臭いを薄めようとして、もっぱら国際貢

献や海賊対処を語り、北朝鮮問題などを利用した
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世論工作を行っていることもある。 

 第２に、九条の会の運動を見直し、もっと大き

くしていくことが大切だ。できれば小学校単位く

らいで、たくさんつくっていく必要がある。 

 第３に、憲法九条をアジアに広げていくことも

重要。改憲を阻むというだけでなく、積極的に中

国、韓国、北朝鮮、ロシア等々の国々に九条を広

げていく。日本だけでは九条を実現することは出

来ない。中国やロシアや米国の核を減らし、軍備

を減らしていく中で、アジアの平和は本当に実現

していく事が出来る。 

 そのために、皆さん一緒に頑張りましょう。  

 ▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨▨ 

なぜいま流山市議

会議場に日の丸？ 
市議会に陳情が出されま

した。「議場に国旗・市旗の

掲揚を求める陳情書」というものです。 

提出書には５７名の署名がありましたが、その

うち流山市民は１３名だけ。我孫子市にも同様の

陳情が出されたこと、以前にも同様の提案が市議

から出されたが意見の一致を見ず実施されなかっ

たことなどが紹介されました。審議した総務委員

会では４：２で採択を否決されましたが、６月２

９日に開かれた本会議では１６：１１で採択され

てしまいました。請願の理由や賛成者の言う「国

旗国歌法」の制定や「国旗に対する敬意」などは

自治体の議場に日の丸を掲げる理由には全くなら

ないもので、こうした見当違いの理由で正当化し

反対意見を押しつぶしていくことは、個人にも「旗

日」には国旗を掲げよと強制した過去に戻りかね

ない怖さを覚える人も多いでしょう。 

 

「海賊」派兵新法を強行 

海賊対策名目の自衛隊海外派兵法が成立しまし

た。参議院で否決されたにもかかわらず、またも

衆議院での再議決という非常手段です。旧テロ特

措法が期限切れになったため新特措法を制定した

とき（07.12 福田内閣）も、さらに一年後にその

期限が切れてまたまた延長したとき（08.12 麻生

内閣）も再議決でした。参議院の存在を無視した、

こうしたやり方が常態化することには二院制から

なる日本の議会政治の仕組みの根本を揺るがすも

のとして批判が高まっています。 
 
 自衛隊が「自衛」の任務放棄？  

 日本防衛のために必要として多額の予算を使っ

て装備を拡大してきたはずなのに、一方で北朝鮮

の脅威をあおりながら、その最中に日本を離れさ

せ海外派兵に熱中する政府の姿勢は自衛隊そのも

のにも矛盾をもたらしており、6 月 21 日の東京新

聞は次のように伝えています。 
 ソマリア沖の海賊対処、インド洋での洋上補給

など、海上自衛隊の海外活動が目立っている。艦

艇の交代時期となる七月には、八隻の護衛艦が海

外に派遣される。有事に活動できる護衛艦の半数

に当たり、本来任務の「国防」への影響を心配す

る声も出ている。 

 「護衛艦不足」の影響は既に表れており、毎年

六月、米国での訓練に派遣する護衛艦は、例年の

二隻から初めて一隻に減らされた。海外に出た艦

艇の穴を埋める国内部隊の負担は大きい。 

 海外活動中の護衛艦は、海賊対処二隻のほか、

洋上補給、遠洋航海、派米訓練で各一隻の計五隻。

海賊対処と洋上補給に当たる艦艇の交代がある七

月には、重複派遣となり、八隻の護衛艦が日本周

辺から離れる。 

 海上自衛隊は計五十二隻の護衛艦を保有してい

る。修理、錬成、任務のローテーションが確立し

ているため、直接の任務に当たるのは三分の一だ。

国防に不可欠な隻数

のはずだが、次々に

海外に送り出されて

いる。 

定例駅頭宣伝 
6 月９日ははじめての美田のＩさんも参加。９

人で宣伝を行いました。一時間弱で 390 枚ほどチ

ラシ配布が出来ました。 
７月は ９日 (木) 15：30～16：30 

駅頭宣伝 流山おおたかの森駅  
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